
 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1422 300 88/11/15/17:19:27 H

E
G
U
1422 bun p293-338

だ
っ
た
。
兵
隊
の
顔
は
、
も
う
汗
も
出
ず
、
塩
が
噴
き
、

ザ
ラ
ザ
ラ
の
顔
ば
か
り
だ
。
眼
ば
か
り
が
異
様
に
光
っ
て

い
る
。
暑
さ
を
避
け
、
日
中
は
谷
間
の
山
中
に
休
む
。
谷

間
の
安
全
な
場
所
で
小
休
止
だ
。

以
上
、
作
戦
行
軍
の
状
況
を
よ
く
描
写
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
岩
田
氏
は
負
傷
し
て
い
る
。

私
は
、
そ
の
頃
は
、
野
戦
病
院
の
衛
生
兵
で
な
く
、
第

六
十
五
師
団
（
専
部
隊
）
輜
重
隊
の
隊
付
衛
生
兵
で
あ
っ

た
か
ら
、
野
戦
で
の
様
子
は
ま
さ
に
「
そ
の
通
り
」
で

あ
っ
た
。

下
士
候
で
頑
張
る

南
支
独
立
大
隊

福
岡
県

八

山

千
萬
多

父
は
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）、
八
年
の
戦
役
、
日

露
戦
争
で
、
功
七
級
金
鵄
勲
章
を
賜
り
、
そ
の
時
の
隊
長

の
名
、
片
倉
千
萬
喜
の
名
を
受
け
て
、
私
に
「
千
萬
多
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
兄
弟
は
男
の
み
九
人
で
、
そ

の
七
男
だ
っ
た
の
で
、
父
は
「
お
前
達
は
軍
隊
へ
行
け
」

と
言
っ
て
い
た
。
親
と
し
て
は
、
男
の
児
を
沢
山
持
っ
た

の
で
「
国
の
為
に
軍
人
に
な
れ
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

生
家
は
代
々
農
業
で
、
農
地
が
多
く
な
け
れ
ば
生
計
が

立
て
ら
れ
ぬ
の
で
、
農
地
を
開
拓
し
た
。
当
時
福
岡
に
は

「
土
地
利
用
」
の
た
め
の
補
助
金
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
現
在
で
は
、
組
合
員
二
十
人
で
約
二
〇
町
歩
を
経
営
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
県
と
町
か
ら
二
分
の
一
、
自
己
資
本

二
分
の
一
で
、
大
農
経
営
と
な
っ
て
い
る
。
組
合
は
、
昭

和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
始
め
た
が
、
そ
の
前
は
個

人
経
営
だ
っ
た
の
で
、
一
家
は
皆
働
い
た
。

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
一
月
一
日
生
ま
れ

な
の
で
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
小
倉
の
西
部
第
四
十

六
部
隊
に
入
営
し
、
約
二
カ
月
教
育
を
受
け
、
南
支
派
遣

軍
の
要
員
と
し
て
外
地
に
出
発
、
昭
和
十
八
年
六
月
、
広
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東
省
の
汕
頭
港
に
上
陸
し
た
。
そ
の
時
は
、
潮
州
に
部
隊

本
部
が
あ
り
、
そ
こ
へ
配
属
と
な
り
、
私
の
第
三
中
隊
は

「
フ
ウ
ヨ
ウ
」
と
言
う
小
部
落
に
駐
屯
し
て
い
て
、
そ
こ

で
本
格
的
な
初
年
兵
教
育
を
受
け
て
い
た
。

そ
の
頃
、
仲
秋
作
戦
が
あ
り
、
敵
が
攻
め
て
来
て
中
隊

本
部
が
包
囲
さ
れ
、
私
は
そ
の
時
歩
哨
に
立
っ
て
い
た
。

敵
兵
は
若
い
兵
隊
（
少
年
兵
？
）
で
、
素
足
で
あ
り
夜
間

行
動
は
敏
感
だ
っ
た
が
、
や
っ
と
追
い
払
う
こ
と
が
で
き

た
。
私
に
と
っ
て
は
初
陣
で
あ
り
夢
中
で
応
戦
し
た
が
、

部
隊
主
力
は
各
陣
地
に
応
援
に
行
っ
て
い
た
の
で
我
が
兵

力
は
少
な
か
っ
た
。

こ
ち
ら
に
は
重
機
関
銃
は
あ
っ
た
が
、
私
は
小
銃
班

だ
っ
た
。
そ
の
時
、
独
立
歩
兵
第
九
十
七
大
隊
は
、
四
個

中
隊
編
成
で
あ
っ
た
が
、
編
成
は
そ
の
後
、
重
火
器
大

隊
、
重
機
関
銃
、
歩
兵
砲
、
九
二
式
大
隊
砲
が
補
充
さ

れ
、
兵
装
備
は
幾
分
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
小
さ
い
大

隊
砲
の
砲
身
だ
け
で
六
〇
キ
ロ
あ
り
、
主
と
し
て
駄
載
で

行
動
し
て
い
た
。

私
は
下
士
官
教
育
の
た
め
学
校
へ
行
っ
て
い
た
が
、

帰
っ
て
歩
兵
砲
の
分
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
部

隊
は
、
独
立
混
成
旅
団
か
ら
、
第
一
三
〇
師
団
に
編
成
替

え
し
、
重
装
備
と
な
り
、
前
に
述
べ
た
敵
襲
を
受
け
た
時

の
倍
に
な
り
、
後
に
、
広
東
方
面
に
転
進
と
な
り
、
東
莞

へ
行
っ
た
り
、
潮
汕
地
区
の
主
力
と
な
っ
た
。

部
隊
は
そ
の
後
、
羊
蟹
作
戦
に
お
い
て
は
戦
死
八
六

人
、
負
傷
九
一
人
。
仲
秋
作
戦
、
戦
死
九
三
人
、
負
傷
七

五
人
。
昭
和
十
九
暮
作
戦
、
同
二
十
冬
作
戦
、
約
三
〇

人
。
西
炉
討
伐
作
戦
、
四
三
七
人
（
内
玉
砕
｜
一
個
小
隊

全
滅
、
市
内
引
き
廻
さ
れ
死
刑
に
な
る
｜
中
国
の
市
民
へ

の
見
せ
し
め
）。

下
士
官
候
補
者
学
校
で
は
、
私
は
代
表
と
な
り
、
大
山

隊
長
に
申
告
し
ま
し
た
。
教
育
の
内
容
は
酷
し
く
、
実
兵

指
揮
や
学
科
も
随
分
や
っ
た
。
十
カ
月
間
広
い
演
習
場

で
、
相
当
苦
し
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
戦
後
、
連
合
軍

か
ら
日
本
の
下
士
官
は
優
秀
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
教
育
内
容
で
あ
っ
た
。

原
隊
へ
復
帰
し
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
の
二
月
頃
で

あ
っ
た
と
思
う
。
従
っ
て
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
入
隊
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し
、
仲
秋
作
戦
に
は
参
加
し
た
が
、
羊
蟹
作
戦
に
は
出
て

い
な
い
。
樟
林
作
戦
は
昭
和
十
八
年
十
二
月
で
あ
り
、
東

莞
に
移
動
し
た
の
は
昭
和
十
九
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
、
湘
桂
作
戦
に
参
加

（
下
士
官
候
補
者
隊
よ
り
帰
隊
し
た
）
し
た
。
そ
の
頃
は

兵
長
で
分
隊
長
、
九
二
式
大
隊
砲
の
分
隊
長
と
な
り
、
分

隊
長
と
し
て
出
発
。
一
時
、
澳
東
地
区
を
警
備
す
る
。

部
隊
全
員
装
備
を
し
て
東
莞
を
出
発
、
公
路
を
出
発
し

た
ら
敵
襲
が
あ
り
、
三
十
〜
四
十
人
で
攻
め
て
来
た
。
大

隊
砲
を
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
時
発
射
し
、
第
二
次
発

射
は
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
命
中
、
敵
の
集
団
の
塊
の
中
心

部
で
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
、
致
命
的
な
損
害
を
与
え
た

の
で
、
敵
は
攻
め
て
来
な
く
な
っ
た
。

分
隊
長
と
し
て
の
初
陣
で
の
戦
果
、
大
隊
長
よ
り
お
ほ

め
の
言
葉
を
頂
い
た
。
大
殊
勲
で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
、

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
遠
す
ぎ
、
第
二
発
の
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
見
事
命
中
だ
っ
た
。
作
戦
に
は
、
歩
兵
一
個

小
隊
が
着
い
て
来
て
く
れ
た
が
、
数
人
戦
死
し
て
い
る
。

敵
は
第
一
八
六
連
〜
第
一
八
七
連
（
中
隊
）
で
、
大
損

害
を
受
け
た
の
で
散
り
散
り
に
な
り
、
そ
の
後
敵
の
攻
撃

は
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
。
東
莞
は
派
遣
大
隊
で
、
援
護
の

松
本
小
隊
と
、
私
の
歩
兵
砲
の
隊
と
は
同
宿
し
た
。
東
莞

で
は
警
備
に
な
り
、
湘
桂
作
戦
の
後
衛
と
な
り
東
莞
に
駐

屯
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
十
日
、
大
隊
長
は
、
三
宮
善
人
大
尉

と
な
り
、
五
月
五
日
、
軍
令
甲
第
六
五
号
に
よ
り
第
一
三

〇
師
団
が
臨
時
編
成
さ
れ
普
寧
を
出
発
、
五
月
二
十
日
、

独
立
歩
兵
第
九
一
七
大
隊
編
成
完
結
（
第
一
三
〇
師
団
中

の
）、
大
隊
本
部
、
歩
兵
四
個
中
隊
、
歩
兵
砲
一
個
中
隊
、

通
信
一
個
中
隊
と
編
成
は
増
え
た
。

五
月
二
十
一
日
〜
九
月
二
十
日
、
広
東
付
近
の
警
備

…
…
。
東
莞
の
新
村
に
駐
屯
（
歩
兵
一
個
小
隊
と
歩
兵
砲

隊
）。停

戦
時
、
住
民
の
方
が
情
報
を
早
く
知
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。「
日
本
馬
鹿
野
郎

」
等
と
の
罵
声
を
浴
び
た
。

302



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1422 303 88/11/15/17:19:27 H

E
G
U
1422 bun p293-338

「
リ
ー
ペ
ン
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー

」
等
と
言
わ
れ
た
が
、
喧

嘩
す
る
訳
に
も
い
か
ぬ
。
降
伏
し
た
以
上
悔
し
い
が
我
慢

す
る
よ
り
仕
方
が
無
か
っ
た
。
食
料
は
終
戦
ま
で
あ
っ
た

が
、
中
国
軍
兵
士
に
日
本
軍
の
食
物
を
や
る
と
「
謝
々
」

と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
。
向
こ
う
は
食
料
難
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

武
装
解
除
は
さ
れ
ず
、
兵
器
は
最
後
ま
で
持
っ
て
い

た
。
帰
還
直
前
に
蔣
介
石
軍
に
渡
し
た
。
当
時
、
潮
汕
・

東
莞
地
区
で
は
、
国
共
紛
争
は
余
り
聞
い
て
い
な
か
っ

た
。
蔣
介
石
軍
の
要
請
で
、
共
産
軍
（
新
四
軍
）
対
戦
に

つ
い
て
要
請
は
受
け
た
が
、
直
接
の
戦
争
は
し
て
い
な

い
。軍

馬
を
蔣
軍
に
引
き
渡
し
た
が
、
我
々
日
本
軍
は
馬
を

大
事
に
し
て
い
た
。
砲
の
分
解
搬
送
で
は
馬
を
使
っ
た
。

砲
身
、
脚
、
防
じ
ん
は
馬
に
駄
載
し
た
。
大
隊
砲
と
し
て

の
思
い
出
は
、
東
莞
付
近
で
、
敵
集
団
（
三
〜
四
〇
〇

人
）
に
命
中
さ
せ
た
の
が
大
隊
砲
と
し
て
は
殊
勲
で
あ
っ

た
が
、
兵
器
引
渡
し
の
時
は
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
い
だ

し
感
無
量
で
あ
っ
た
。

地
域
住
民
と
の
仲
で
は
、
余
り
摩
擦
は
無
か
っ
た
か

ら
、
問
題
は
無
か
っ
た
と
思
う
。

昭
和
二
十
年
八
月
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四
月
ま
で
の
現

地
の
状
況
、
兵
舎
で
の
生
活
。

戦
犯
容
疑
者
の
五
〜
六
人
は
逮
捕
さ
れ
て
い
て
、
捕
虜

№
を
つ
け
ら
れ
、
番
号
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
。
戦
犯

の
理
由
は
「
〇
〇
作
戦
で
、
部
落
を
放
火
し
た
り
、
住
民

を
殺
し
た
り
し
た
」
の
で
あ
っ
た
が
、
濡
れ
衣
を
着
せ
ら

れ
、
誤
っ
て
戦
犯
に
な
っ
た
者
も
い
た
と
聞
く
。
勝
て
ば

官
軍
、
負
け
れ
ば
賊
軍
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
主
と
し
て
戦
犯
は
指
揮
官
以
上
で
、
そ
の
書

類
を
、
米
・
蔣
軍
も
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
て
、
乗
船

時
も
帰
還
を
止
め
ら
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
者
が
あ
っ
た
。
後

に
新
聞
で
、
そ
の
結
果
（
絞
首
刑
等
）
も
出
て
い
た
。
終

戦
後
、
日
本
に
帰
っ
て
、
戦
友
会
を
し
て
い
る
が
、
絞
首

刑
に
な
っ
た
人
で
可
哀
想
な
人
も
い
た
と
話
し
合
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
、
内
地
帰
還
が
決
ま

り
、
広
東
出
帆
、
鹿
児
島
上
陸
、
三
八
三
人
、
浦
賀
上
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陸
、
六
二
〇
人
、
計
一
〇
〇
三
人
。

復
員
列
車
で
福
岡
、
久
留
米
｜
西
鉄
駅
ま
で
歩
い
て
、

西
鉄
よ
り
ミ
ツ
マ
ま
で
は
蒸
気
機
関
車
で
帰
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
、
兄
弟
の
五
人
は
軍
人
で
、
皆
帰
っ
て
来

た
が
、
そ
の
中
で
私
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
の
帰
還
だ
っ

た
の
で
遅
い
方
で
あ
っ
た
。
父
母
は
そ
の
時
は
丈
夫
だ
っ

た
。
家
も
焼
け
ず
に
大
丈
夫
で
あ
っ
た
。
帰
還
後
は
農
業

を
や
り
、
昭
和
二
十
三
年
に
八
山
家
の
養
子
に
な
り
、
農

地
を
買
い
求
め
て
、
現
在
一
町
八
反
、
米
麦
耕
作
で
あ
る

か
ら
、
子
供
は
勤
め
人
と
な
り
町
の
農
協
に
勤
め
、
子
供

夫
婦
と
孫
五
人
で
農
業
を
し
て
い
る
。

農
業
年
金
受
給
者
協
会
の
会
長
を
四
年
間
、
そ
の
後
、

町
の
会
長
を
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
の
名
誉
職
等
、
健
康

の
た
め
に
な
る
公
務
を
し
て
い
る
。
県
・
町
の
会
長
も
十

二
〜
十
三
年
勤
め
て
い
る
。

痛
感
す
る
こ
と
は
、
戦
争
の
時
代
は
産
め
よ
、
増
や
せ

よ
、
今
は
子
供
を
持
た
ぬ
者
も
多
い
。
こ
れ
は
、
日
本
の

将
来
に
よ
く
な
い
こ
と
と
心
配
し
て
い
る
。

湘
桂
作
戦
に

苦
闘
し
た
兵
た
ち

福
島
県

若

林

保

歩
兵
第
六
十
五
連
隊
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）

年
六
月
二
十
六
日
、
若
松
新
兵
営
に
入
り
、
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
一
月
二
十
七
日
軍
備
縮
小
に
よ
り
廃
止

さ
れ
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
九
月
十
八
日
、
両
角

大
佐
を
長
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
両
角
・
立
花
・
桜

井
・
伊
藤
・
服
部
と
隊
長
変
遷
を
歩
み
、
上
海
戦
以
来
、

湘
桂
反
転
作
戦
に
至
る
ま
で
四
八
八
一
人
の
戦
死
者
を
出

し
た
。

私
は
桜
井
部
隊
の
時
に
入
隊
、
伊
藤
・
服
部
と
三
代
に

わ
た
り
従
軍
、
終
戦
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
昭
和
十
七
年

十
二
月
一
日
よ
り
再
び
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
昭
和
二
十
一

年
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
五
カ
年
に
わ
た
る
丸
三
年
七
カ

月
、
祖
国
を
離
れ
て
戦
場
に
て
青
春
を
過
ご
し
た
。
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